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会員の皆様並びに清川地区住民の皆様におかれましては、日頃より清河八郎遺徳顕彰に対

し、ご支援ご協力を賜わり誠にありがとうございます。また、昨年８月には長年の地域課題

でありました清河神社屋根改修にあたり、町内外の皆様より多大なご支援を賜り竣工を見ま

したこと、併せて感謝と御礼を申し上げます。 

さて、平成２４年、清河八郎先生の没後１５０年の意義深い年にあたることを機会に、そ

の遺徳を後世に永く伝える責務から一昨年「清河八郎顕彰会」を設立したところであります。 

設立後、顕彰会では、これまで神社屋根改修に伴い特別委員会を設置し、大勢の皆様のご

賛同によりその実現を見たのをはじめ、平成２２年から２４年までの３ケ年にわたる清河八

郎顕彰記念事業を将来に向けた地域振興並びに顕彰会発展の機会と捉え、県内外の関係機

関・団体との連携により歴史の里から全国へ情報発信を行って参りました。 

現在、顕彰会においては２年目となる記念事業、文武体験子供塾（仮称）や特別展の開催、

戯曲「お蓮」の公演などを計画し、その実施に向け取り組んでいるほか、郷土が誇る偉人、

清河八郎をキーワードに歴史の里づくりの一層の推進に地域住民一体となった活動を展開

すべく、加えて顕彰会の基盤を強固なものとするため、顕彰会の会員拡大に取り組んでいる

ところであります。 

今後とも皆様の一層のご支援ご協力のほどをお願い申し上げます。 

 

平成２２年度顕彰会の主な活動 

期  日 事 業 内 容 実 施 主 体 

４月１１日（日） 清河八郎顕彰記念事業開幕式典 

清河八郎生誕 180年記念シンポジウム 

顕彰会 

企画：NPO法人元気・まちネット 

主催：立谷沢流域振興プロジェクト・顕彰会 

５月 ５日（日） 清河八郎顕彰剣道大会 企画：清河八郎顕彰剣道実行委員会 

後援：顕彰会 

６月２６日（日） 

９月 ５日（日） 

回天の道整備作業 企画：NPO法人元気・まちネット 

共催：羽黒古道の会、顕彰会 

８月 ６日（金） 清河神社屋根改修工事完成 清河神社屋根改修実行委員会 

９月１８日（土）

～１９日（日） 

回天の道・文学散歩の旅 企画：NPO法人元気・まちネット 

後援：庄内町観光協会、立谷沢流域振

興プロジェクト、顕彰会 

１１月７日（日） 清河神社屋根改修工事竣工式典 清河神社屋根改修実行委員会 

１２月５日（日）  

～６日（月） 

清河八郎「東京シンポジウムの旅」 企画：NPO法人元気・まちネット 

共催：山形県東京事務所、山形県人会、

東京鶴岡事務所、顕彰会 



 清河八郎をめぐる話題いろいろ 

昨年、１２月５日・６日に清河八郎「東京シンポジウムの旅」が開催され、町内外から多

くの清河八郎ファンの方々からご参加をいただきました。 

１日目は、岩崎弥太郎の別邸「清澄庭園」内の大正記念館ホールにおいて基調講演、パネ

ルディスカッション、懇親会が開催され、清川地区出身の多くの皆様からご参加をいただき、

久しぶりの再会で会場も大いに盛りあがりました。 

 ２日目は、清河八郎・妻お蓮のゆかりの地である千葉道場「玄武館」や「東条塾」、清河

塾「淡路坂」、そして「お玉ヶ池」昌平黌の地「湯島聖堂」を訪ねました。いずれも JR 神

田駅・御茶ノ水駅に近く、江戸の町でも賑わいの地に住んでいたことが偲ばれました。最後

に二人が眠る「傳通院」を訪れ皆さんが思い思いにお墓に手を合わせ帰路に着きました。 

 また、先日 YTS の人気クイズ番組「Q さま！！」に清河八郎が出題されました。正解率

５％と低く、出演者の中で清河八郎を知る人は噺家の桂三枝師匠１人でした。清河八郎の功

績がまだまだ国民に浸透されていないことの証と思います。今後は、清河八郎顕彰会・記念

館が一丸となって全国に情報発信し、広報活動に努めていかなければならないことを痛感い

たしたしだいであります。 

 顕彰会への加入状況 

区 分 会員数 世帯数 加入率（％） 区 分 会員数 世帯数 加入率(％) 

興 屋 0 11 0 川 端 4 20 20.0 

中 島   0 23 0 新 町 6 27 22.2 

生繰沢   4 21 19.0 駅 前 3 31 9.7 

片 倉   9 10 90.0 幸 町 1 22 4.5 

南 町   1 38 2.6 地区内計 60 322 18.6 

上荒宿   1 16 6.3 県内(地区内除く) 55   

荒 宿 13 23 56.5 県 外 19   

裏 町   4 14 28.6 地区外計 74   

新屋敷   3 28 10.7 団体等 1   

本 町 11 38 28.9 会員合計 135   

顕彰会への加入のお願い 

 顕彰会への加入状況は、３月３１日現在、上表のとおり１３５人となっております。その

うち地元清川地区では、全体の４４．４％にあたる６０人の方が入会、また全世帯数に占め

る加入率は１８．６％と極めて低い状況です。これは当初、屋根改修寄付金と顕彰会入会へ

のお願いを同時に進めたことから、顕彰会への入会者数に影響が出たものと思っております。 

 平成２３年度、清河八郎顕彰記念事業をはじめとする各種顕彰事業が本格的に始まります。

顕彰事業にご賛同され、入会された皆様には入館料無料の特典を設けるなど準備いたしてお

りますので、多くの皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。 


